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ま え が き

この 報 告 書 は , 横 浜 市 よ 9 日本 都 市 計 画 学 会 に委 託 さ れ た , 港 北 ニ ュ ー タ

ウ ン建 設 総 合 基 本 計 画 案 策定 に 関 す る研 究 報 告 香 の うち 紺 野 昭 が 担 当 した=

菓 立 地 関 連 調 査 に つ V,て の研 究 成 果 を収 録 した もの で あ る｡

全 体 の 報 告 書 は 次 の よ う な構 成 で ま とめ られ て い るO

第 1部 総 括 編

本 研 究 全 体 の 総 括 お よび 今 後 横 浜 市 が 港 北 ニ ュ ー タ ウ ン建 設 に つ い

て 検 討 しなけ れ ば 在 らな い 重 要 な項 目と提 言

第 2部 総 論 編

本 年 度 作 業 の 前 提 , 広 域 的 条 件 の 検 討 , 計 画 条 件 の 検 討 (人 口, 土

地 利 用 ), 交 通 計 画 , 施 設 計 画 , 造 成 計 画 の 要 旨, 行 政 上 , 事業 実

施上 の 問 題 点 等 の概 要

菓 3部 各 論 編

交 通 輸 送 計 画 (鉄 道 , 道 路 ),鹿 設 計 画 (公 共 施 設 , 社 会 施 設 ).

商 業 , 業 務 施 設 , 工 薬 立 地 , 特 定 地 区 開 発 計画 , 造 成 計 画 , 総 合 建

設 費 の 検 討 の 7項 目の 研 究 成 果 の 収 蓉

以 上 の よ う に 3部 作 で 構 成 さ れ て い る ｡ こ の研 究 を進 め て Viつた 過 程 で 多

くの 助 言 や 示 唆 を下 さ った 方 々 に 深 く感 謝 の 意 を表 す る と と もに, こ の よ う

な研 究機 会 を与 え て下 さ っ た 横 浜 市 当 局 に深 く感 謝 す る次 第 で す ｡

昭和 4 4年 3月

_

-

.
_

ド

日本都市計画学会,港北ニ ュークウ/建設

総合基本計画英領定委員会

委員長 高 山 英 華
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日 次

ま え が さ

第 1章 広域 的にみた工業 について

111 品 目別,企eel-工場 当 bの出荷額

112 品 目別,全国一=場 当 bの人口負担

17-3出荷額及び,人 口負担 の業種別平均値

第 2章 全BiJと神奈川県にみ る工業

2-1 品 目別,全乳 県 一人当Dの出荷後 の相関 ･･

2-2 業種別, 品目別,全国,

第 3葦 全色か らみた,神奈川県へ の予測工業について -･.-

311人口負担 と出荷額 の条件か らみた場合

3-2人口負担か らみた,推定工場数

第 4葦 神奈川県か らみる,横浜市=業について ･.･･

4-1神奈川県 と横浜市の出荷額

4-2 工場規模,従業者数

4-3業種別工場数

4-4 業種別 出荷額

第 5章 港北区の工業 について

5-1港北区町丁 白別人 口と推移

5-2港北区におけ る既存工業

513港北 ニ ュータウン建設計画 と立地工業 の諸問題 ･･ ･

5-4 港北区に予測 される=業の配置 に伴 う各種問題点及び提案 .･･.

む す ぴ

付表,付図
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ま え が き

本報告番 には,港北ニュータウン建設計画の作成 に当.),ニュタウンのために, 必要 とされ

る工業があ るのかど うか,あ るとすれは, どの様なものがどの位 どこにその立地が考えられる

のかと言 う問題 と,港北区が, ニ1-タウンの建設に関係な く, 臨梅工菜地帯,交通施設 との

位置的関係など,=業立地の上での有利な条件によって.=場の立地は,今後 も活発 につづ くであ

ろうと一般に考え られているが, この工業化 と, ニュ-タウン地区 とのかゝわ リ合いがど うな

るのかとい う問題さ らには,ニ ュータウンの計曲目二あたって,周辺 の土地利用計画を, とくに

工菜の立地傾向の面から検討す るとい う,三つの主要な命題 に対しての,研究成果をとりまと

めたものであ る｡

研究の方法 としては, 工業統計 と現地調査を併用しつつ,全国的な視野から,横浜市 を考え,

横浜市の中で の港北区について考え,さ らにニ ュータウン地区 に至 るとい うマクpな手法によ

る地区-のブレークダ ウンの方法 と, 港北区, なかんづ くニ ュータ ウン地区周辺部に, どれだ

l けの工業の立地が考え られるか とい うミクpの手法 との組合せ の中で･われわれは･ニ-~タ

ウン地区および周辺部の工業について, どれだけの, どの様なものが, どこにとい う結論を担

示している｡

また,ニ ュークウ/の建設にあたって,周辺部の工業地についてど う考えてお くのが よいの

I かとい う投薬をも行っている｡

ニ ュ-タウンを取巻 く,各種公共施設の建設計画や, ニユータウンそ坑 のの計執 自体が,

最終的にセットされていない現時点では,今回行った研究のすすめ方が, 可能な最善の方法で

あったと考え る｡

粗 ニュータウン地区 および周辺部に関す る, い くつかの他の研究部門 との調整等で,若干

の修正を必要 とす る面 もあ ると考え るが, それらは,後 日の研究を持って,修正したい と考え

ている｡

研究担当者

総 括 紺 野 昭 (横浜国立大学助教授 )

小 島 重 次 (日本大学教授 )

梶 静 夫 (地坂計軌連合代表 )

研究員 高 橋 裕太邸 (地域計政連合研究員)

協 力 堀 越 義 孝 (日本大学助手 )

甲 村 正 道 (地域計画連合研究員 )

北 村 雄 司 (日本大学大学院生 )

小 島 啓 介 (宅地的発研究所所員 )
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第 1章 広域 的にみた工業 について

昭和 41年工業統計品目崩の賢料をもとにして,全国 46都道府児中, 神奈川頻を含んだ

35都道府県以上 に存在す る品 目は,総数 272品目であ る○ これらの品目は,人 口に比例 し

て出荷執 工場数が考え られるものであ ると仮定をし, 昭和 41年, 全国人 口,全国総工場数

総出荷額によって･ 次の様な検討 を進め たo なお272品 日の業種中分類からの内訳けは,吹

の通 l)であ る｡ (表 1- 1)参胎

A 食料品製造菜 47品目 L 無業製造業 16品目

B 繊維製遺失 8

C 衣服製造菓 15

D 木材製造業 36

E 家具製造共 10

F 紙製品製造兼 10

G 印刷関連産業 8

H 化学工菜 7

M 鉄鋼製造菜 7

N 非鉄金属製造業 3

0 金属製品製造業 33

P 俊械製造業 31

Q 屯横製造菜 5

R 輸送横製造菜 7

S 粕密接械製造菓

l 石油製造菓 1 〝 T その他の製冶英

世 皮革製遺糞 l n

又以下,品目別の詳細 については (表 1- 2)の分類を参照されたいO

1- 1 品目BlJ,全国一工場当 L)の出荷観

272品 目について,一工場当 I)の出荷鎖 によって, 各業種ごとに代表品 目を見 ると下表の

様になる｡

･ 年間出荷報が 500万円以下 の品目 (合計 7品 目)

年間出荷紋が 500-1.000 万円の品 目 (合計 8品El)

菜 種 名 計 代 表 品 目

lA.食料品数造英 1品目 ･でん紛かす



薬 種 名 昏十 代 表 品 目

L.窯業製 造 業 1品 目 ･セ メ ン ト瓦

M.鉄鋼 製 造 英 1品 目 ･鉄 くず

0.金 属製 品製 造 業 1品 自 ･ くわ

･年 間 出 荷 額 が, 1,000-5,000 万 円 の品 目 (合計 121品 目 )

. 菜 種 名 計 代 表 品 E]

A.食 料 品製 造 業 8品 El ･昧匂 .ウス タ ーソ ース

B.稜 維 製 造 業 5品 日 ･作 業 用 韻手 袋 .ふ とん 綿

C.衣 服 製 造 業 10品 目 ･男 子 少 年 用 ズ ボ ン

D.木 材 製 造 業 2 7品 目 ･項 数 .そ CL)他 の 製 材 炎 品

E.家 具 製 造 菜 10品 巳 ･宗教 用 具 .木 劃 唾 具 材

F.紙 製 品製 造 菜 4品 目 ･機械 箱 .は り合 せ 箱

G.印 刷 関 連 産 業 3品 目 ･非 El刊 新 聞 紙

i.窯 菜 製 造 英 9品 目 ･いぶ し瓦 .呼塾 ス レ - ト

M.鉄 鋼 製 造 兼 1品 El ･銑 鉄 銭 物

N.非 鉄 金 属 製 造 業 1品 日 ･非 鉄 金 成 くず

0.金 属 淑 品 魁 進 発 16品 目 ･か き .そ の 他 の 金 物 類

P.機械 製 造 業 11品 目 ･特 殊 産 業 用 機械 rL)金 型

Q.電 機 製 造 業 1品 目 ･開閉装置配電盤電力制御装置の部分品取付具

R.輸送 機 製 造 英 1品 巳

･年 riJ出 荷 瀬が, 5,00(∫-10,000万 円 の 品 目 (合計 77品 目 )

莱 種 名 計 代 表 品 目

A.食 料 品製 造 業 19品 目 ･加工 海 泳 .海 も .醸 造 し ょ うゆ

B.模 維 製 造 業 2品 目 ･毛 横 縞 メ リヤ ス外 衣

C.衣 服 製 造 業 5品 目 ･男子 少年 用背 広 肘

D.木 材 製 造 業 2品 日 ･ひ き割 叛 .ベ ニヤ

F.腰 製 品製 造 菜 4品 目 ･封 筒 ./).型 紙 袋

L.窯 業 製 造 業 2品 目 ･高 圧 コ ン ク リ ー ト管



菜 種 名 き十 代 表 品 目

N.非 鉄 金病 製 造 業 2品 B ･機 械 用 銅 .同 合 金 鋳 物

0.金 属製 品製 造 業 11品 目 ･唾 薬 用 金 物 .鉄 塔

P.機 械 製 造 業 14品 目 ･魯望パ ン .製 薬 機械 同 装 位

Q.電 機 剃 造 英 1品 日 ･そ a)他 r)通 信 装 恩 の 部 分 品 付 属 品

良.積 送 機 製 造 業 4品 目 ･自転 車 の 部 分 品 取 付 具 付 属 品

S.粕 密 機 械 製 造 業 1品 目 ･は か b

･年間出荷雑が, 10.000-50,000万 円 の品 目 (合計 54品 目 )

菜 種 名 代 表 品 目

A.食 料 品 製 造 業

B. 線 維 製 造 業

D･ 木 材 製 造 業

F･ 戚 匙 品 数造 築

G.印 刷 関 連産 業

H.化 学 工 英

I, 石 油製 造 業

氏.皮 革 製 造 築

L. 窯業 製 造 業

M.鉄 鋼 製 造 業

0. 金 属搬 晶姓 造 詣

P.機械 封 造 菜

Q.電 機 製 造 業

冗. 輪 送 枚 製 造 業

S.精 密 機 械 製造 業

T.そ lJ他 の 製造 業

･肉 製 品 ･れ ん 乳 ･扮 乳 ･バ ク ー

･他 に分 類 され な いそ の 他 q)稜 縫 製 品

･普 通 合板 ･僻 殊 合 板

･段 ボ ール 箱

･雑 酷定 期 刊 行 物

･酸 架 ｡を 種 油

｡練 炭 ･豆 炭

･男 子 大 人 用 革 靴

･PSコンクI)-ト製品 ･生コンク))-ト

｡銘二 品

･確 りエ う

｡ク レ ーン

･別卸 装 思 ｡配 穣 器 具

･電 車 客演 車 の 部 分品 取 付 具

･童 形 外 科 用 具 同 関 連製 品

｡そ の 他 の 人 形

･年間出荷縦が, 50,000-100,000万 円 の品 E] (合計 4品 臼 )

菜 種 名 計 代 表 品 目

A.食 料 品製 造 薫 1品 目 ･,小 麦 粉

F.庶 製 品 製 造 業 1品 目 ･大 型 庶 袋

- 3 -



･年間出荷棚が, 100,00O 万 円以上 の品 目 (合計 10｡El目 )

業 椎 名 計 代 表 品 目

これ らの出荷額を見 ると, 食料品製 造業 の各品 目は,一 工場 当 り500万 円以下 か ら,

100,000万円以上 と, 非 常 に広 い範 凶日こ見 られ る｡ 又, 木材製 造菜は, 500万 円か ら,

50,000万 円 とこれ もかな l)の広 い範囲であ る(,一 方, 石油, 化学関係 の製 造菜 は,10,0(･0

万 円か ら100,000万 円 と, 高 い出荷親 に限 られて見 られて い るO (グ ラフ 11 2)(グ ラフ

1- 3)(グラフ1- 4)参照

1- 2 品 目別, 全国- 工場 当 りの人 口負担

次 に今 回 のニ ュ- ク ウ ン建設 に ともな う計 画予測人 口 30万人 に対応 して必要 となる工場 の

種類, 数丑を予測す るため, 272品 E]について,一工 場 当 r)の人 口負担か ら, 各美称別 ご と

に, その代表 品 日を見 ると下表 の よ うであ る｡

･全国一 工場 当 L)の人 口負担れ 30万人以上 とな る品 目 (合計 113品 E])

業 種 名 計 代 表 品 E]

A.食料 品沓望遺業 14品 目 ･精 米 .バ ク ー .し ょ う油 か す

B.線維製造業 3品 Ej ･作 兼 用 編 手 袋

C. 衣服製造業 5品 巨 ･男 子 少 年 用 編 物 製 帽 子

D.木材製造業 2 0品 目 ･竹製か こ .ベ ニ ヤ

E.家具製造業 4品 目 ･宗 教 用具

G.印 刷 関連 産 業 3品 目 ･非 日刊 新 聞 紙

H.化 学 工 業 4品 日 ･酸 素 .な 種 粕

Ⅰ.石 油, 石炭製造業 1品 目 ･練炭 豆炭

冗.皮革製造業 1品 日 ･男 子 大 人 用 革靴

L. 窯業製造業 7 品目 ･レ､ぷ し瓦 .高 圧 コ ン ク リ ー ト管

M.鉄鋼製造菓 2品 Elr ･銑 鋼

N.非鉄金属製造業 1品 目 ･銅, 同合金鋳物

0.金属製 品製造業 16品 目 ･は う丁 .工匠具

P.機械製造業 9品 呂 ○ 施盤

良. 輸送機械製造業 . 3品 巨
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粟 種 名 計 代 表 品 目

･全国一 工場 当 ()の人 口負担が, 30万人以下 となる品 目 (合計 159品 目 )

業 種 宅 計 代 表 品 目

A. 食料品製造 菜 33品 目 ･肉製 品 .冷凍漁具 斬 .食 パン

Bー 繊維製造菜 5品 目 ･毛 横 桁 メ リヤ ス 外 衣 .ふ とん綿

C.衣 服製造菜 10品 目 ･男子少年用背広服 .寝具

D. 木材製造業 16品 目 ･板類 .昧板

E. 家具製造菓 6品目 ･木製 家庭 用家具 .木製唾具

F一 歳製品創造業 10品 6 ･機械 す き .ちb紙

G. 印刷関連産業 5品 目 ･巳刊新開瓜

〟. 化学工業 3品 目 ･医薬品

L. 窯業製造業 9品 目 ･陶碑等製台所食卓 用品

M. 鉄鍋製造業 5品 日 ･錯エ品 .鉄鋼切 断品

N. 非鉄金属製造業 2品 目 ･機械用銅

0. 金属製品製造業 17品 目 ･す き .唾 薬用金物

P.機械 製造業 22品 目

Q. 電機刺造菜 5品 目 ･関 節 装 置 配 電 盤 ｡ 削卸 装 置

R. 輸送楼 製造業 4°｡L.臼 ･自動車の部分品, 攻付属

これ によれは, 紙製品 製造兼,電扱製造業 について は, 全品 目 (15品 El)について,一 工

場当 l)の人 口負担が, 30万人以下 となって い る｡ 又, 3- 1万人 と言 う人 口負担 の非常 に低

い ところにあ る品 削 ま｡水産ね ()製品 .消酒 かす ･英子/,-ン ･清酒 ･箱軌 荷造用仕組材 ｡チ

ップ ･木製家庭用家具 ･自動車 の部分品, 取付具等であ る｡ しかし, 人 口負担が 1万人 以下 と

言 う品 目は, 見 当らない. (表 1-2)参蛸

1- 3 出荷観 及び人 口負担 の業種 別平均値

各品 巨=二ついて, 1~1,,1-2でそれぞれ出荷額からのランクに分け,人 口負担からJlランク分けを

行い, 考察 してきたが, ここで は, 272品 Ejを菓種別 によって まとめ, 各業種別 の平均値 を

とる串によ り, 次の様 に, 1- 4象限に分け られ ると思 われ る｡
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この象限の説明を記し, さらに各象限に入 る代表品 日をあげれは次のごとくであ る｡ (衣

1- 2)参tl.ft

(⇒象限について こ地域的に考え られる晶

全

国

1
工

場

当

-

の

人

口

負

趣

業種中分類に エム平 均値

② (グ ラフ 1~1)参照

目で,大規模工場 と考

え られ る｡ (89品目 )

(代表品 目)･しょう油かす ･木ず り

･経木 ･竹製かご ･宗教

用具 ･ロッカー ･

㊥象限について :消軒並の多い品 目で,

小規模工場 と考え られ

る｡ (69品臼 )
全幽-=場当りの出荷亀

(代表品 El)･肉製品 ･J{タ- ･沫板

･木毛 ｡大型紙袋 ･鍛工品

◎象r制について :消封Jitの多い品E]で, 小鮎秩工場 と考えられるO (39品 Ej)

(代現品E日 ･その他の英子 ･寝具 ･木箱 ･段ボール箱 ･はか ()･身辺細管品

抄象限について :広域的に考え られ る晶Elで, 小規模工場 と考え られる｡ (73品柑 )

(代衷品E])･昧せ ｡清酒かす ･中人綿 ･板類 ･扱械箱 ･コンベア ･

このいづれの象限にも入 らない品 E=ま, ･組免 豆炭, ｡男子大人用革靴, の2品目で, こ

れ らは,共感別 の平均値か求め られない為で, この2品目は, 象限 (o)としている｡

｢

果

て

県

膿

一
人
当
カ
の
平
均
出
荷
額



る品

と考

』目 )

ず り

宗教

れ

て

ら

床板

籍 2章 全 国 と神奈川県にみ る工業

前章において,全人 口に比較的相関す ると考え られる品 巨=二ついて,人 口負担, 工場出荷雑

業軽申分掛 こよる平均値,等から考察を進めたが,本章では,神奈川県 と全国 との対比によっ

て,全国 と帰が相関す ると考え られ る品 目や, 県特有 と考えられる品 目,等を見 る為に, 全国 ･

県人口, 全国 ･県品 目肌 年度別出荷雑によって検討を進め る｡

2-1 品 目別, 全国 ･県一人 当 りの出荷額の相関

272品E=こついて,全国 ･県一人 当 りの平均出荷額から, 次の相関ゾーンが考えられる.

次にその相関ゾーンについての説肌を行 う.

/ 左表から, 全国 ｡県一人 当 りの平均出荷紡

50100

県
l人
当

-

の

平

均

出

荷

執

ー

--
･

･
･-
･

レ が人 口に対比す ると考えたとき,⑥が,相関

のラインと考え られる｡ その相関のラインに,

全国 ･県の一人当 リの平均出荷棚それぞれに

50円の巾を持たせ たゾーンを,①ゾーンと

し,さ らに, 100円まで の巾を持たせ た

ゾーンを④ ゾー ンとす るO

ここで,① ゾーン,④ ゾーンに見 られる晶

目について (グラフ2- 1)(グラフ2- 2)

(グラフ 2- 3)を参照 して, その代表品 目
全国一人当bの平均出荷額

を見 ると, 次のものがあげ られる｡又,全品

目の詳細については, (表 1- 2)にまとめ る事 とす る｡

①ゾーンに見 られる代表品臼 (合計 79品臼)

･肉製品 ｡食パ ン ｡ふ とん締 ･造作材 ･木製家庭用家具 ･医薬品 ･練炭,豆炭

･男子大人用革靴 ･生コンク リー ト ･鋳鋼 ･非鉄金属 ･ふ ろが ま ･施盤 .制卸

装毘 ･電卓客貨車の部分品取付具 ･畳 ･盤床

㊥ゾ-ンに見 られ る代表品 Ej (合計 37品 EH

･椅麦 ･清涼飲料 ･中人約 ･合成繊維 ･帆布製品 ･組立式楚集物 ･植物油搾か

す ｡高圧コンクリー ト管 ･金属 ド7- ･サ ッシュ, シャッター

①,◎ゾーンに見 られ る161品目は, 全国 ･県一人 当 りの平均出荷触れ ほは, 同額のも

のとして考え られる｡
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2- 2 菓種別,品 目別, 全国 ･県出荷伸び率

272品目について,昭和 39年か ら,昭和 41年 まで の出荷額の伸びを求め, それを共種

別に平均化して全国 ･県の伸び率を対比すれば, 次の枝になるo (グラフ2- 4)参照

･臓 の出荷伸び率が全国の出荷伸び率を上回っている業私ら

･食料品製造条 ･線維製造菜 ･化学工業 ｡鉄鋼製造業 ･横械製造兼 ｡電牧製造菜

であ (),特に, ･鎖維製造先 ･化学工菜 の伸びが著しいo

･県 の出荷伸び率が, 全国の出荷伸び率を下回っている菜種｡

･衣服撃呈造菜 ･木材製超文 ･家具製造業 ｡枇製品製造業 ･印刷関連産業 ･石油,

石炭製造業 ･皮革製造業 ･無業製造菜 ･非鉄金属製造業 ･金属製品製造某 ･輸送枚

製塩業 ｡稲枚ni皇道糞 ｡その他の製造集

であ .), 特に, ｡家具製造生 ･印刷関連産菓 ･金属製品製造菜の下降が著しい｡

上記では, 昭和 39年～職和 41年の,全国 ｡県の出荷額からの伸び率について,業種別に

まとめて来たれ これ らの内, 全国の伸び率が 100- 199(S38〒100)で, かつ,県で

の伸び率が 40()以上 と言 う高い品 目を見てみ ると次の様 になる｡

(衷 2- 1)(グラフ2- 5)(グラフ2- 6)(グラフ2-7)参蛸

･県の伸び率が 400- 499の伸び率の品 目

･倹械離具の木部 ｡その他の締材製品 ･合成しょう油 ｡その他の運搬阜転

･県の伸び率が 5U 0- 699の伸び率の品 目

･果実酒 ･合成線維丸舶 くつ下 ･その他 の竹 とう, き l)ゆ う'.7有離 ･その他 の動力伝導

如 hl･Lこ

･児の伸び率が700以上の伸び率の晶E]

･その他の出版物 ･その他 の植物油脂 ･セメン ト瓦 ･鉄鍋切断品 ･冷凍艶 温湿調

整法匿の部分品

I 8-
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奄美

第 3章 全国からみた ,神奈川県-の予測工業について

第 1章, 第 2章で は, 前述 の 272品 目について, 基';の検討 を進めて来 たが, 本草で は,

これ らの綿 をも とにして, 神奈川県 に将 来考え られ るであ ろ うエ兼 を, 品 目別 に予測す る為,

次の検討 を行 って い く事 とす る｡ そして, 放討 の方法 として,次 の2項 目をその条件 とした｡

① 全国一 工機 当 リの人 口負担が, 30万人以下 の品 EI｡

㊥ 全国一人 当 f)の出荷客削こついて, ㊨, ㊤ ゾ- ンに入 る品目 (第 2章 21 1)参鱒

以上 の 2項 目の条件 を, 満たす 品 目は, 将来,人 口増 加を考えた上で, 神剰 l順 に予測出来

る晶 E]と思われ る｡

3-1 人 口負担. 出荷額の条件 から見 た考察

272品 日中, 前記条件①, ㊥ を満足す る品 目は,合計 75品 目であ る｡

次 に, 業種別 にその品 目を見 ると下表 の よ うであ る｡ (表 1- 2)参貝剖

菜 種 名 計 代 表 品 巳

A.食料 品剣道業B.様 維製造業 1 3品 巳■2品 目 ･肉製品 .その他 の乳製品 .水産食 料品 l

副産物 .そ()他の野菜果実の保存品 .飼鞄

有機魚肥科 .食ノく/ .あめ英子 .浦涼飲料 .で

ん紛 .めん類 .英子パン .そ(i)他の製造良料品

･乾パン,乾英子

･中人綿 .ふとん絹

C.衣服製造業 3品 自 ･子供幼児用服 .寝具 .他に分類され尤い轍縫製品

D.木材製造 業 2品 目 ･造作材 .木箱

E.家具製造業F.叔製品製造業H.化SI#L. 窯業匙遺業J 4品 目7品 目3品 E]4品 目 ･木製家庭用家具 .公共唾薬用特殊家具 .その他qJ

木製家具 .そ()他の事務句 店舗用装備品

･封筒 小型叔袋 .その他e)戚部品 .皮,k'-A,箱

･折たたみ箱 .機械箱 .はb合せ箱 .そ(i)他の戚

箱

･そqL)他の無牧工業製品 .その他の化学薬品 .医薬

晶

･コンクリート管 .唾集用コンクリートブロック

･生コンクリ-ト .そ(i)他6')コンクリート製品



業 種 島 計 代 表 品 自N.非 鉄 金属 製 造 業 1品 日 ･非鉄金属くず

D.金 属製品 製 造 業P.投械 製造 菜Q. 喝 気 も箕械 器 具製 造 業lL 輸送 機械 製 造 英 1 1 品 目16品 目4品 目1品 巨 ･その他のメッキ板型容器 .唾薬用金物 .そCL)他6)

金物類 .その他の厨房円 暖房用装亀 岡部分品

･金属ド7, サッシ-, -/ヤツクー .唾薬用硬金製品

･板金型クyク .そ6)他の細材卦晶 .ボルトナット

･金属板ネームフーレート .他に分類され75:い金属製品

･はん用内然機関む部分up.) 取付喝 付属品 .そq)他

a)金属工作棲披 .金属I作機械の部分DE'E} 取付属

･特殊産業用機械の金型 .その他()特殊産業用機械器

具 .-その他の軸力ポンプ -ポンプ.ポンプ貰1L正の部分品.敬

付具 .クL/-ン .コ/ベ7 .巻上機 .荷役運搬

設備lJ部分句 取付具 付属品 .そrL)他rJ動力伝導装

忠 .化学極細の部分喝 取付具 付属品 .冷凍機

混湿調整装tEt(i)部分品 .その他む一般産業用機械装置

む部分品 .イ也に分類されない各種機械の部分品

･開閉装置配電盤 .御伽 装置 .開朗装慌 配電萄

電力削卸装伍()部分句 取付具 .配線器具

･電車客甥車の部分BEI 取付具

T.そ の 他 の迎造 業 4品 日 ･合成樹脂製容器 .その他の合成樹脂製品 .看板

3-2 人 口負担からみた推定工場数

3- 1の2項 目の条件を満たした晶 目について, さらに, ここでは,人 口30万人 を予楓し

たときのこれらの品目の推定工場数を,人 口負担から罫出す ると下表の様であ るO
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菜種 中 分類 品 目 名 人 口負 担 推 定 I場 数 備 考

A 食料品製造業小 計L3 根 -肉製品 30--10万人 1～ 3工場

-その他の乳製品 10--5 3- 6 H

･水産食料品副産物 10- 5 u 3-- 6 ′

ーその他 野菜果実保存品 10-5 〝 3- 6 r

･飼料,有椴焚肥料 30- lo ′′ 1～ 3 t

･食パン 5 - 3 〝 6- to r

･薬子J,'ン 3 ～ 1 〟 10- 30 8

ー乾パン .乾薬子 10- 5 IJ 3- 6 〝

･多め英子 30- lo ′′ 1- 3 x

･清涼飲料 30- 10 〟 1- 3 ′

ーでん扮 30- lo u 1- 3 ■

･めん類 10-5 〝 3- 6 I

･その他の灘造食料品ー中入相 5 一-3 〝30- 10万人 6- 10 〝42- 95 01- 3工場

製造美小 計C 衣 服 ･ふとん細･子供幼児用版 30- 10〝30- 10万人 I- 3 Hz～ 6 ′1- 3

製造業 ･渡 具 30- 10/I 1- 3 ■

小 計D 木 材 ･他に分類されなV,繊維製品･造作材 30- 10 〟30-10万人 1.- 3 n3～ 9 ′1- 3工場

炎造菜小 計E 壌 具 ･大 箱･太製家庭家具 10- 5〝3- 1 万人 3- 6 I41_ 9′10- 30工場

製造業小 計F 耗製品 ･公共建築用特殊家具 30- 10 〝 1～ 3 ′

･その他の大災家具 30- 10 〝 1- 3 N

･その他の都政店舗装備･封筒 小型叔袋 30-lo u30- 10万人 i- 3 N13-39 ′1- 3工場

製造業 ･その他の雌 品 30一一10 〝 1～ 3 ′

･段ボール箱 5- 3 〝 6- 10 ′

･折たたみ箱 30- 10 〝 1～ 3 〝

の

届

卜

品

他

器

取

媒

描

考

碓

"

.



業 種 中 分 類 EM 目 名 人 口負 也 推 定 工 場 数 備 考

･j､ 計l{ 化SIX小 善十L 窯 業 ･比 り合せ箱 30-10万人 14 3工場

･その他の紙箱･その他の撫機製品 30-10 〟30- 10万人 1～ 3H12-28〝1- 3工場

･その他の化学薬品 30- 10 // 1-～ 3〝

･医薬品ーコンク リー ト管 10- 5 ′′30- 10万人 3- 6〃5- 12p1- SIS

製造業小 E十N 非鉄金属製造懲小 計0 金属製品 10- 5 ′′ 3.～. 6■

･生コンク リート 30- 10 〝 1-- 3■

･その他のコンクリ- ト要一非鉄金属 くず･その他メッキ容器 5- 3 I/10-5万人30- 10万人 6- 10Bll-22′3- 6I場3- 6〝1- 3I場

製造業小 計P 機 械 ･建築用金物 30一一10 〟 1- 3r

･その他金物類 30- 10 〟 I- 3I

･その他舟冴用等 t 30.-.10 〟 1～ 3′

･金属 ト7Lサッシシャツクー 10～ 5 〝 3-- 6∫

･建築用硬金製品 30- 10 IJ 1- 3n

･板金塾タンク 10- 5 W 3- 6 〝

･その他頓材辿晶 30- 10 // 1～ 3 〝

10- 5 〟 3- 6 〝

･金属板ネ-ムプレー ト 30- lo ′′ 1～ 3〝

･他に分類されをV,金属炎･はん用内燃の部分品 30- 10 〝30- 10万人 1J- 3x17J-42■1- 3工場

製造業 ーその他の金属工作 30--10 〝 i- 3 I

･金属工作の部分品等 30- 10 〝 l～ 3H

L特殊産業横根の金型 30～ 10 〝 1～ 3 n

･その他の特廉産英機械 30- 10 〝 1～ 30

･その他の動力ポンプ 30--10 〟 1～ 3 〝
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】

1,l 菜 種 中 分 類 品 目 名 人 口負 連 推定 工 場 数 備 考

小 吉十Q 屯 機 ･クレー ン 30- 10万人 1- 3工場 】

･コン′ベア 30--10 〝 L～ B .

･巻上機 30- lo ll 1-- 3 ■

ー荷役設備部分品等 30--10 〝 i- 3 t

･その他の動力伝導糞便 30- 10 〟 1- 3 ′

･化学機械の部分品等 30- lo ′′ 1～ 3 I

ー冷凍横等の部分品 30- 10 " 1～ 3 ■

･その他｢般産業機械部分品 30--10 〝 1～ 3 N

･他に分類されをV,各種機械部分品･開閉装懸配電盤 30- 10 〝30- 10万人 ト- 3 I16- 48 u1- 3工場

搬遺業i,R 輸送機械製造菜小 計S その他の ･制御其慣 30- lo u 1～ 3 〝

･開閉装置等の部分品 30- lo w 1～ 3 〝

ー配線器具･電車客貨車,部分品･合成樹脂製容器 30- 10 〟30-10万人30- 10万人 1～ 3 〝4-12 〝1- 3工場一一､ 3 ■1- 3I場

製造業小 計合 計 ･その他の合成樹脂 5一- 3 ′′ 6- lo t

一看板 等 30- lo ll 1- 3 ■

･免 畳床 30- 10 〟 I- 3 r9- 19 .142- 350■

上 記 の表 よ D. 個 々の 品 目の I 場 が 予 測 され る と した と きの, 県 の推 定 工場 数 は ,142-



第4章 神奈川県からみる,横浜市工業について

本章では,神奈川県 と横浜市の既存工場 の現況か ら,神奈川県,及び横浜市にみ られ る特有

業種の検討,さらには,横浜市での工業の硯況分析を進めてゆく｡

4- 1 神奈川県 と横浜市の出荷頗

神奈川県 と他の大都市 (東京,大阪,名古屋 )との出荷額 を比較すると次のグラフの様になる｡

これか らみると, .輸送機製造業, ･電機製造業, ･石油製造業が他の大都市の出荷緬を上

辿 っている｡さらに,横浜市 と神奈川頻 の出荷額を比較 してみると, ･輸送機製造業, ･機械

製造業, ･食料品製造業, ･衣服製造業,の業種が,神奈川県の出荷額の大半を占めている.

大 邦 市 の 菜 級 別 ,LP,Tu7常i (ブラ74-1)

(軍記41語錨 獅 )



2 =場規模,iE業者

従業者推移を.他の大都市と比べると,昭和 38年前後には,他の大都市では,従業者の滅

傾向がみ られるが,横浜市7t'けは,わずかなが らに増加傾向を示 しているO (表 4-1)

さらに,従業者規模BE.rに見ると, 10-19人規模について結,昭和 39年～昭和 42年 に

けて,従業者の増加傾向が著 しく,又, この規模の工場数 をみて も,かな り多 くを示 してtn

しか し, 20人以上の工場 については,その工場数 もかな b少なく,従業者の伸びを見て

ある規模について,わずかに増加がみ られ る程度であり,その大半は,逆 に減少 しつつあ

これ らを見ると,横浜市工業については,従業者規模 20人以下の工場が大半を占めてい

と考え られる｡ (グラフ4-1)参照｡次に,横浜市円の各区の従業者数 と,昭和 41年か

昭和 42年VCかけての伸びからみると次のととくであるO (表 4-2 )参照｡

昭和 42の横浜市各区の上位従業者教の区紘

① 鶴 見 区 57,824人

@ 戸 塚 区 36,889人

③ 神奈川区 35,613人

④ 港 北 区 30,321人

⑤ 酋 区 14,928人

昭和 41, 昭和 42における従業者数の伸び宅に よる横浜市の上位各区を見 ると次の倭で

あるo (昭和 41を 100とする伸び率 )

① 神奈川区 1176

② 戸 塚 区 1157

③ 港 北 区 1095

-3 薬種別工場数

横浜市の=菜を,その=場数 と昭和 38年か ら昭和 41年 までの=場数 の伸び率で業種別に

討すると.次の様な事が見 られる｡ (表 4-3 )(衣 4-4)参照

横浜市の昭和 41年 における=場数の多い上位薬種

① 衣服製造業 ⑧ 金属製品製造業 ③ 食料品製造業

④ 機械製造業 ⑤ 電機製造業 @ 輸送機製造業

横浜市の昭利 38年～昭和 41年 VCおける工場数の伸び率の高い上位業種

① その他 の製造業 ② 石油製造業 ⑧ 精機製造業

③ 電機製造業 ④ 金属製品製造業 ⑤ 機械炎遺業

と75:る0
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4- 4 業種別出荷額

横浜市の工場出荷額 と工場数, さ らには,人 口か ら業種別に検 討す ると次の様に浸るo

(表 4-3)(表 4-4)(表 4-5)参照

･昭和41における横浜市での出荷後の高い上位業種

① 輸送機製造業 ⑧ 食料品製造業 ③ 電機製造業

④ 機械製造業 ⑤ 化学工業

･昭和 38年 ～昭利 41年 における出荷 伸び率の高 い上位業種

の 非鉄金属製造業 ② そ の他の製造業 ③ 印刷関連産業

④ 石油製造業 ⑤ 金属製品製造業

F'pJ利 41年 にかける-=場 当 りの出荷額 の高い上位菜種

O) 石油製造業 ② 鉄鋼製造業 ③ 化学工業

④ ゴム製造業 ⑤ 非鉄金属製造業

･昭利 38年 ～昭和 41年における一工場当 bの出荷 伸び率の高い上位業種

① 非鉄金属製造業 ⑨ 皮革製造業 ③ ゴム製造業

④ 紙製品製造業 ⑤ 木 材製造業

･昭和 41年 における一人当 Dの出荷額の高い上位業種

① 石油製造業 ② 化学工業 ⑨ 食料品製造業

④ 非鉄金属製造業 ⑤ 鉄鋼製造業

昭和 38年 ～昭和 41年 における一人 当 Dの出荷 伸び率の高い上位業種

① 非鉄金属製造業 ② その他 の製造業 ③ 化学=業

④ 紙製品製造業 ⑤ 木材製造業

4- 5 横浜市におけ る進出工場

横浜市にかい て, これ まで工場数,業軌 出荷績等 について,それぞれ検討を進 めて きたが,

こゝで昭和 31年 ～昭和 40年 におけ る=場進 出状況か ら各区の検討 を加えてみる と, (表 4

-6)の ごと くである○

これか ら過去 9年間におけ る進 出工場数の多い区 をみると,

① 戸倭 区 145工場 ② 港北区 103工場

で, この 2区が他 を大 き く引 き離 しているのが E]立 っている｡又, この 2区について.=場進

出に伴 う,工場敷地面積増加についてみると,

戸塚 区 1,331,000m2 港北区 733,000,,i

と75:つてか D,磯子区の 13進出=場 に ともな う, 3,961,000m2が特 に目立 っている｡
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第 5章 港北区の工業について

港北区の現況 を杷達 し,さらに既存=業の分析を行い,港北区に開発 され ようと

北 ニュータウンと=業の むすぴつ き,さ らには ,=業の配置 に ともな う問題点 を検

港北区町丁 目別人口と推移

別人口増加傾向 ,人口密度につhてみ ると,昭和 43年 100人/ha以上の町丁 目は次

ある｡ (表 5- 1参照 )

菊名町 106.5

大骨横町 122.1

綱 町 5083

日書本町 1223

下 EEl町 1098

の平均人 口密度 と平均人口増加客 をとる事に 上って,港北区内各町丁 目を次の 5つの

と思 われ る｡ 5つの タイプについての説明を次に記 して,

町丁 目別に分けた ものが (グ ラフ5- 1)である｡

人 口密 度

- 人口増加峯が平均以上 で,人 口密度が 100人/ha以上の地区｡

人口増加薬が平均以上で,人 口密度が平均値か ら100人/haの間にある地区o

人 口増加峯が平均hJ下で,人 口密度が 100人/ha以上 にある地区｡

- 人 口増加峯 が平均以下で,人 口密度が平均値 と 100人/haの間にある地区｡

- 人 口増加率が,平均値 よりも高t̂地区 もあ り,又低h地区 もあるが ,人口密度が

平均値 エb低 t̂所 にある地区○

港北区における既存工業

まず港北区の=業の現況 を,業種別の=場数 ,従業者数 ,敷地面杭 をみる事 に 上
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港北区の=業 の現況 (昭和 35- 昭和 38-昭和 41)については (表 51 2 )の如 くであ

るo この表 をもとに従業者数 500人以上 の業種 をあげれば次の 上 うであるo

従業者数 敦地面横 (昭和38年～昭和41年 )伸び峯

1 電気 機 械 10,835人 585.090m) 128.3虜

2 機 械 3.419 488.917 115.9

3 金属製 品 3,033 955.395 142.5

4 輪送用戯 1.954 201262 119.4

5 そ の 他 1.124 134.880 952

6 食 品 957 122,496 200_2

7 紙 製 品 800 145.600 96_7

8 精 密 機 械9 化 学10 級 維 793 142.740164.95291260 145_8711702 144.5120.6

又,従菓者数 が 5 00人以下 で あって,伸 び姿 の高V,業種 は,次の とお りで ある｡

従業者数 敷地面横 (昭和38年～昭和41年)伸び峯

1 鉄 鋼 494人 147.212wt' 129.0%

2 # # 458 83.814 149.7

3 木 材 186 69.936 147.6

これか ら云え る事は , この地域の工英 は ,昭和 35-昭和 38年 間に急速 に増大 し,昭和

38-昭和 41年 ではその伸び峯は多少鈍化 してい るが ,規模的 には相当の膨張 を示 してい る｡

その菜種は ,L̂わ ゆる内陸 工業 で あって ,ことに一般機械 =業 とt̂われ る電機機械 ,機械 ,金

属製晶 ,絵送機械 の 4業種が従業者数 ,敦地面析共に ,第 1位 か ら第 4位 を占めてお 9,その

全=業 に対す る比峯は ,従業者数 で約 70多 ,数地面横で約 63多である｡

規模的には ,次表の こ と く 299人 以 下 (中′J＼企菜規模の上限 )か 97.7感 と大多数 である｡

従 業 者 数 工 場 数 (昭和38年～昭和41年 )伸び率

4人～ 9人 169 32.1%

10人～ 29人 181 34.3

30人～299人 165 31.3

次に 300人 以上の業 種 をあげてみ る と次の通 Dである｡
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電 気 榛 械

機 械 製 造

食 料 品 製 造 1

枚 維 工 業 1

皮 革 製 品 1

金 属 製 品 1

輸 送 用 機 械 1

計 12 工 場

=業は (図 5- 1)にみ られる如 く,主 として港北 ニュー タウン予定地の東側,お エ

ある=業か エび準=業地域内,或L̂は,その周辺部の鶴見川沿いに多 く分布 してt̂るO

港北 -i-タウン唾設計面 と立地工業の諸問題

では,全国的視野にかける=薬の動向 と人口 30万の港北 ニュータウンの出現に 上る

の需要の見通 しな どか ら間接的,マクロ的に港北 ニュークウンと=菜の関係 を検討 し

が こゝでは,港北 ニュータウンとそれを中心 とした港北区に焦点 を合わせ, ミクロ的な

直接的な視野において,港北 ニュー タウンと=業 と∫の問題点 を検討する尊 とするOそ

0

0

る

金

の

る

:,検討を進めるに当って次の番 を前提 として考 える｡

港北 ニュー タウンの建設が予定されている港北区は,横浜市の北 西部にあって臨海面を持

〔ho レヽわゆる内陸型の地域ITあるo

市域ではあるが,現在まで開発がきわめて遅れていた.従 って過密な状態を里 している個

tない｡ (図 512, 513)(表 5-1)参照

要するに数年前の相模原地区や現在の厚木地区 と余 b相異 した点はみ られなL̂｡

一般的には丘陵性の台地 とその間の低地･(-主 として水EEE)か らなってお 9区域全体の どこ

il出 して も地区の条件 としてはほとん ど変化はなL,1. (図 5- 4)参照

開発が遅れてL̂た理 由は,道路交通が不便であったこと,東京周辺ほ ど住 ･= ともスプロ

レする-'ヮーが少f,Cか ったこと,比敏的丘陵地が多かったことな どである｡

最近にt̂た D,東京を基点 とする道路が,この地域を通過 しは じめたため,今後急激な都

ヒ,又は工業化が予想 される 上うになった｡ (囲 5- 5)

以上の様な地域環境にある港北区に巨大な住区が新都市建設 とL̂ う姿で出現 しエうとして

この新たな巨大新都市の内部は ,全 く近代的に整備された住区 となるが,この住区は外周

地域 と相互に影響されあ うこととなろ う｡

従って,港北 ニュータウンは,少な くとも港北区域全体の中で考え られなが ら建設された

その一つの問題 として,港北区の=業 と港北 ニュータウンのか らみ合いを明らかに し,間
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題点 を掃出 して ,もし必要が ある場合は,対策的手段 を前 もって配慮す るようにすべ きである｡

(ll) この葦の考察に当っては,港北区内の今後の=場 は=美 ,準工業地域にのみ立地す るもの

と仮定 したO

的 既存工業の業種別の比室 を港北区内の=業 ,準工業地域の面積にお としてみた場合 ,=業

の張 b付 きは 9- 10年後に一応完 了する もの と考え られ るのでその時期 を考察の時点 としたo

(1⇒ この考察は,工業統計昭和 35年 , 38年 ,41年の港北区の デー タを基本 とした○用地

用水につLnては,業種別,従業者 1人当b原単位 を計算の基礎 とし,その根拠は ,工業統計用

也 ,用水続の相勝原及び厚木両工業地区の データを用Llた○

(工業 に関連 した港北 ニュー タウン計画上の問題点 として )

(1)港北 ニュータウン居住人 口が,周辺地区の立地=業の労働力の供給源 とな bうるか 7

な りうるとすれば,その規模は どの程度の ものか ?

それが周辺部地区への工業の導入にまで影響す るだろ うか ?

(2) 港北 ニュ-タウン居住者が必要 とす る物質の うち,工業製品であって,近接地に立地 した

工場 で生産す ることが好都合な ものがあるか ?

あるとすれば,業種は何で, どの位の規模の ものが必要 か ?

そ してその立地地点は どこが良vlか ?

(31 港北 ニ ュー タウンの居住者が必要 とす る メンテナンス的=業は何 か ?

その必要規模は どの位か ?

その立地地点は どこが良いか ?

(4) 港北 -ェ- タウン,及びその居住者に直接的に蘭係のたLJl=場が-=ユ- タウンの周辺に ど

の位立地 してh るか ?

又,今後 どの様な立地が想定 され るか ?

そ して,その分布は ?

(5) その立地のため (周辺の=業 化のため )港北 ニ ュータ ウンが どの ような影響 を受け るか ?

環境保全 ,交通遅輪整備,下水道整備 ,セノくレー ト地帯整備 ,その他 について配慮 を要する

か ?

(6) それが公害問題 としては, どの様な事が考え られ ,その対策は どうすべ きか ?

(7) 港北 ニ ュ- タウンの環境保全,交通問題な どのためには,=業立地は どの様に誘導すべ き

か ? (用途地域指定 との関係 )

(8) もし,工業のスプロール現象が考え られ,それに よる弊害が あるとすれば,む しろ周辺の

適地 に=業団地 を造成 し,それに誘導す る方が良 くなL̂か ?

とすれば,その地点 と規模は どの ように考 えるべ きか ?

(9) 工 と住 とのセパ レー ト地帯が必要か ?

必要 とすれば ,どの様な とb方 を し,またその セパ レー ト地帯の利用方法 は どう考えるべ き

か ?
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工場排水 と港北 ニュー タウンの排水 との関係は どう処理すべきか ?

立地工場の原材料や生産品の輸送 と港北 ニュータウンの出入交通 との問題は,どの様に考

か くへこきか 7

4 港北区に予測される工業J)配置に伴 う各種問題点,及tF提案｡港北区の工業の現況は,慕

で検討 したが,こ ＼では,この現況 をもとに 9- 10年後の工業の立地状況 を類推 し,

九が,港北区のエ黄地域 と准工業地域に立地 した場合に港北 ニュータウンに及ぼす影

して賛境保全的立場か ら検討を進める｡

もとづいて,将来 (9- 10年後 )の港北区の工業 を業種別に類推 した ものが (衰5

あるo

の内,従業者数 1,000名以上の業種は次の如 くである｡

従 業 者 数 敷 地 面 頼

35 電 気 炎 造 薬 19.926人 I.076.000m

33 金属製品製造業 6.883 2.168.000

34 磯 城 製 造 英 5,020 718.000

18 食 料 品製 造業36 輸 送 機遡 造菜37 精密機械製造菓26 化 学 工 業 3.813 488,000

3.078 317,000

1.878 338.000

1.659 385,000

32 非鉄金属製造菜30 窯 業 製 造 業20 繊 維 製 造 業31 鉄 鋼 1.498 337.000

1.131 207.000

1,131 147.000

?

る

さ

の

この数字から云えることは,前項の=葉の現況で述べた業種別規模の第 1位か ら第 4位まで

独占した機械工業に属する=業がやは り大 きく伸びるが,その他では食品工業の伸びが高 く

3位に ランクされることである○

この地域は全国中で最 も過密とされている京浜=業地帯のす ぐ背後にあD, (横浜.川崎地

立地=場分布は図 5- 6, 5- 7参照 )従来 ,交通事情があ7ib良 くなかった時点に

前項で述べた如 く内陸型工業の立地の伸び審はきわめて高かったことからみても,令

新設,増設などに 上って交通条件が次第に改善 されるにつれてさらに=業の立地は急

進む事が予想されるo Lたがって,自然発生的な市街化の7tゝに放置 されれば急激な

スプロール状況 を生ずるであろ うことは明 らか と云える○

(港北区に於ける=業地域 と準工業地域について )

この地域の=業及び準=菓地域は (表 5- 4)の通 bで あるo

又, (図 5- 1)に工業地域 と準工業地城の分布を示す｡

工業地域の面横合計は約 2,270,0007Tt',準工業地域の面積合計は約 8.150,0007TL',両地
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域の面積合計 は約 10.420,OOO7Tlである○

昭和 41年の立地工場敷地面積 3,500,118m̀ は,工業 ,準工業両地域の合計敷地面積の約

1/3 を占めてL̂ることとなる.

又,先に類推 した 9- 10年後の立地=場 の必要敷地面積は約 7,142,000 m'であるか ら港

北区工業 ,準工業地域の合計面積の約 2/3を占めることとなる｡

港北 ニュー タウン予定地 と最 も近接 している=業用地区は,南側 10号 ,7号及び 5号地で

あ り,ニ ュ-タウンとの間隔は約 100- 2007'Lである○

又,港北 ニュータ ウンの其南は最 も両横の大 きL18号及び 9号地があるが, これは ニ ュータ

ウンと約 1,0007n(1部は約 2007n)の間隔 をもっている｡

更に,東側では 21号地が ユニータウンか ら約 6007n程度の距離に あD,東南にある 11号

地は ニュー タウンか ら約 1,300mの地点 にあるo

なお,現在の工業 のは りつ き具合は 5, 6号地, 11号地, 21号地 に集中 してV,る｡ (こ

こでJ)号地は,工業,準工業地城のA左)

( 立地類推工業の公害間塩につhて )

rl) 大気汚染関係

この地域J)風向については観測資料がな Lハので明確ではなtJlが横浜地方の傾向 として,主風

向は南 もしくは東南で あろうと推察 され る｡

この点では 4号地か ら 22号地 に至 る工業,準工両地域の配置は好ま しい姿ではfJ:ho

(表 5- 3)に付記 した如 く大気汚染 となる立地類推業種は, 26,30, 31,32と思

われるが,いずれに して も大量 な有害 ガスの排出はない｡ むしろ,窯業等の粉 じんに注意すべ

きで ,この種の工場はニ ュータウンに接近 しなLl立地の誘導がのぞでLh｡

(2) 水質汚染関係

この地域の工場排水は全て鶴見川に投入す るもの と考える｡水質汚染源を もつ立地類推工場

は (表 513)の付記の如 く,業種イ618, 20, 24,26, 27, 31,32,33, 34,

35, 37等で あろ う○

(大気汚染 につLlて も同様であるが,業種の分類が中分類 しか とれな L̂ため,汚染 ,汚濁源,

又は次項 記載の廉音源 となる ものの適確なる想定は困難であった )0

ここでの港北 ニュータウンとの関連は ニ ュー タウンの生活排水が=場排水 と共に鶴見川に流

入す る点 であるo鶴見川は水はけが よくなLnことか ら考えても双方の排水 を終末で高級処理す

ることがのぞ ましく,その場合 には処理場 の位置 と配管な どの経済的な設計が ポイン トとなる

であろ うo このためには排水型=場 を集団立地的に誘導することも考えるべ きで ある｡処理 を

要する排水の見込み水量は約 45,000t/d_前後ではたか ろうか｡

(3) 騒音関係

騒音は距離減衰 と云 う特性 を十分に活用す ることと,集Ej]立地に 上る外部への接触面の縮少

な どが騒音工場防止の決め手 となろ うが,港北 ニュータウンと工業 ,及び準工地域の間隔が接

する個所 を除hて 1,0007n以上 あるので,それ以内に=場が アプローチ しなければ あまb問題

とはな らなLハと考え られる○

立地類推=業の内,騒音源 となる可能性の ある業種は (表 5- 3)の付記 を参照 されたい｡
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生坂 となる工業は立地類推業種の中では,食品 と化学であろ うか ら,この業種に属

なるべ く主風向の風上方面の立地 を享ける ことと,拡散効果の面か ら出来るだけ-

タウンか ら遠vl地点に誘導すべ きである○

その他の諸問題 )

港北 ニ ュー タウンの居住人口は約 30万人 と考え られているo

常数に換算すれば,約 8万世帯 となろ うoこれ らの世帯の世帯主のほとん どは職業 を

た人達であるか ら,それが直接には周辺地区の産業の労働力 とはな b得なh .

しなが ら,主婦等の バ- トタイマー,或 Vlは新規学卒者の一部については周辺地区産業の

力 とな b得 る可能性は ある.

婦バー トタイマ-の産英 としては,塵工業 (電気 ,繊維 )が あるが ,この地域には,電気

がもっとも大 き く立地 してお り,電気=業等の適地である とみ られ,港北 ニ ュー タウンの

が ,それ らの工業の立地 をさ らに促進す ることとなろ うO

, この種の工業は比較的公害の起因にはな らなLlので,その立地は歓迎 され るべ きであ9,

れ用意があることが好7fLho

港北 ニュータウン居住者が必要 とする=業製品は数多 くあるが,周辺地区で生産す ること

住着に好都合 である とされ るものは,あせbないのではなか ろうか ?

いてあげれば製 ノ1-ン業など日常の食料品関係が あるので,その用地 を確保す ることも,釈

計画の 1つの施策 となろ うO

が,む しろ新鮮な野菜類の供給農園は,緑地保全的考え方か らもニュー タウン周辺地帯に

自動車修理業 ,水道 ,電気等の=事業 ,或いは建物の家具類の修理業 ,ク リ-ニンク業な

ンテナンス的業種は,住区 としては付帯すべ きであD,放置すれば無秩序な立地がなされ

とを考えれば,そのための用地はニュー タウンに近接 して計画的に用意 しなければな らな

その地点は,南北両団地の中間地区 となろ う○

港北 ニュー タウン周辺の立地工業の輸送用 トラックと居住者出入のための 自動車な どに よ

通渋滞の懸 念については,一応計量的検討に価hす る事項 であると考える｡

しなが ら,工業に よる発生貨物 を業種別 ,規模別に検討で きる原単位の把握がされてLlな

で,L̂まか Dに 8万戸の 1/107が自家用車 を保有 した とす ると8,000台 となる〇

万, 9- 10年後 の工業生荷額 を 156,480,000,000円/年 と仮定 して,試みに これを 1

す ると, 1日約 500.000,000円とな り, 1台の貨物量 を金額に換算 して 50万円

約 1,000台/日 となる｡原材料 を貨物製品 と同量 とすれば,団地 自動車保有台数の

となる｡従って , この問題は ,む しろ港北 ニュ- タウン内の保有 自動車の問題 となる
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この地域の道路網の発達状態か らみて,多方面に分散住来するもの とすれば,立地工業によ

る梅送が特に渋滞の主原因にな らな t̂のではなL̂かo

(5) = ･住 との セノてレ- ト問題は.立地工場 が,=業お よび準=業地域にのみ立地す るとすれ

ば,必須の条件 とはな らなL̂だろ うo ただ し港北 ニュー タウンの環境保全 としての見方か らす

れば ,ニュークウノ外周は緑道 で囲み,地域外 と一応の分離 を行 うことは,景観的に も防災的

に も,又交通事情か らもよb優れた条件 となろ う○

(61 排水処理場 は,同団地の東側の鶴見川付近に,高級処理施設 を設置すべきである0 人口30

万の団地か らの排水 ,周辺部に立地が予測 され る=場 か らの排水の処理問題 お よび雨水排水の

処理は十分な配慮 が必要 であるo
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本調査では,港北 ニ ュ-タウン周辺地区の工業 について,現況 と動向な らびに港北 ニ ュータ

ウンに対す る影響の問題な どを,次の順序に よって調査検討 して きた｡

第 1幸 せづ,=業の実態把握の一手法 として,広域的視点から業種別-=場 当 りの人口負趣

と出荷額などを調査 し,マクロに工業 と地域 との関連の対称 を明 らかに した0

第 2葦 第 1葦の作業 を継来 し,港北 ニュータウンに アプローチする一段階 として,全国 と神

奈川県 との対比 ･相関な どを調査 した0

第 3葦 第 1葦 , 2葦の雨季での検討を基礎 として,人 口負担 ,出荷額,等か ら神奈川県への

予測され る菜種について,それぞれ品 目に 上って予測 し,さ らに,人口負担か らその推定工場

数を貸 出した｡

第 4牽 神奈川県 と横浜市の両方 を他の大都市 (東京 ･大阪 ･名古屋 )との出荷額か らの比穀

を加え,さらに横浜市工業の現況 か らの検討を進 めた｡

第 5葦 港北 ニュータウン周辺の工業についてふれ,別に前章までに作業 した諸元について T)

ス ト化 ,EE)化 を行なった｡ (これは資料編的役割をもたせ るため巻末に集録す る ことに した｡ )

前章までの経過は ,全国的な視点か ら漸次港北 -ユ-タウンにアプローチす る積重ね方式に エ

b港北ニ ュー クウンと=業の関係 をた どってきたが ,本章では,港北地域の立地条件 と同地域

内の工業の経年変化に基づL̂た将来動向の類推 を行ない,そ こに表われた9- 10年後の港北

ニュータウンと工業の問題点 を播出 したo これ らの検討の結果 ,ニ ュータウン建設計画を進め

る過程の一つ として,港北 -ユ- タウンと=業 とを考えた ときにそ こに生 じる問題点 として次

に列挙す るo

(1) 港北 ニ ュータウン内への工業の誘導は,考えずに=業は,港北 ニュー タウン周辺部に分布

されてL̂る. 工業地域 と準=業地域内に誘導すべ きである｡

しか し,それにはかな b十分な規制 と指導が要求 されなければな らなh と思われるo

(2) 東名高速道路 インターチェンヂ付近には ,運輸機関 とか倉庫等の流通的な業種や,サー ビ

ス的工業の配置 が考え られるが,これ らもエb良い環境保全 を十分考えなければな らなL̂と思

われるo

(3) 輿/l'ン等のニ ュー タウン居住者の 日常食品類の工場 もしくは,ニュー クウン居住者を対象

とするサー ビス=業 ,修理工場 ,印刷工場 ,あるV)は,調整用 ガス タンクまたは危険物貯蔵等

のヤ- ド用地は ,あらか じめ計画的に用意 し,頑境保全 と危険防止 を守る必要 があるo

(4) 港北ニ ュータウンの周辺が=菓開発 されてL̂る点で,その排水処理場の問題が大 きくクロ

ーズアップされ ると思われ る｡現在 ,すでに鶴見川の処理がむずか しく,これに加えて人 口

30万のニュークウ/が完成 され るとなれば ,生活排水 ともか らみ合い,=場排水の処理がか
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な b困難になるのではないだろ うか,その為に思 h切った排水の計画が,立 てられなければな

らなLOO

(5) 現在,開発区域内にかな りの調整地が残 されてLlるが,これ らが,将来 開発 され る時には,

民間開発 がその多 くを占める為,孝境保全 と周閲 との調和につhては,この ニ ュー タウン計画

に沿って十分に指導 してゆ く必要が ある｡

(61 ニュ-タウン開発の為に必要 となって来 る建設基地 も計画の段階で,将来の姿 を見返 した

上 ,スプロ-ルに配置 されぬ様強h指導が必要 となるであろ うo

(7) 港北 ニュータウンの生活環境の保全は,同地域内のみ を考慮 しただけの ものではな く,也

域全体 として配慮 されるべ きであるo

(8) 港北 - ユー タウンが予定 されている港北区-帯の地域は ,京浜工業地帯の背後地 をな して

お D,内陸=業の立地適地 としてすでに多 くの工場が立地 してお り,分後さ らに この=業化の

傾向は高まるで あろ う○ この様な地域貰境の中に建設 され る港北 - 3_- タウンは,最新の施設

をもつ理想的な,かつ巨大な新住居都市 として誕生す るが ,その周辺 に立地する工場等に よる

影響は,同 ニュータウンに とって きわめて重要 な事柄で ある｡

港北 ニュー タウンが よb良LO姿で誕生 し,あわせてその立地団体である港北区一帯が, よb

健全な姿 で発展す る為 ,本編がいさ ゝかでもお役に立 ち うるな らば幸い とす る ものである｡
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菜 種 削 . 人 口負 担 < 一 工 場 当 b> 別 , 品 E]数

(乗 1-1i

ノ佑 薬 種 宅 全 品員数 - I 場 当 b 人 口 負 也 備 考100万へ30- 10- 5- 3～ lJ- 1万
以 上 100万 30万 10万 5万 3万 以下

Aち 食 料根 確 478 211310 122 14397394 1021310 50 40 00
CDEF 衣 服大 材家 具紙 製 品 15361010 41730 0111 021010 0300

G 印 刷 8711167333 010 3 0 0 0

H 化 学 3 2 1 0 0

I 石 油 1172199 0 0 0 0 0

K 皮 革 0 0641ll224305107 0 0 0 0

LMN0窯 業鉄 鋼非 鉄金属製品 00070 2015 1101 0000 0000

P 機 械 31572 0 0100 0 0
QRS 電 機輸 送 機精 機 0118 02110 000 010 000
T そ の 他 25 0 2 0 03
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品 目 別 , 人 口 負 担 , 象 眼 , 相 関 度 表

n.l E] 1工 場 当 りの 人 口魚 趨 全国県一人当′りのl出 荷 額 備 考
100 100 30 10 5 3 1万 平均値

刀以上 ～30万 ～10万 ～5万 ～3万 ～1万 以下 姦 らBBe' ソ■- ソ



品 且 1工 場 当 り の 人 口 負 連 全国頻-人当 bの出 荷 額 備 考
100 10030 10 5 3 1万 平均値か らの

万以上 ～30万 ～10万 ～5万 ～3万 ～1万 以下 象 限 ソ'- ン

A-33 線バ y,乾弟子A-34 あめ英子A-35 その他の弟子A-36 滑症飲料A-37 し好飲 料A-38 果実酒A-39 清 酒A-JIO でん粉A-42 水あめA-43 人造水A-44 めん類A-45 こうじ,種 こうA-46 ふ,焼ふA-47 品完他雌 造食a-1 孟完投の純糾a-2 毛続編,メリ1,a-3 讐 警 鳩 短a-4 作業用編手袋a-5 嘉冨豊芸事加Ia-6 中人絹ら-7 ふとん細cT : 董碧 監 禁C-2 男子少年用 カ ツC-3 だ全,.空讐 ド〟C-4 ブ ラウス ′′C-5 - ウト,ズボ ンC-6 子供幼児用服C-7 作業服C-8 墨壷少女用学 校C-9 57L;;;,銅に:摩 …Tn慧C-12 渡 具 〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇 i○ ○ 42314231121411443311442344344413123 11211221211111



品目 l l I 場 当 り の 人 口 負 担 全国保一人当 りの出 荷 額 備 考100 100 30 10 5 3 1万 平均値

万以上 ～30万 ～10万 i5万 ～3万 ～1万 以下 か らの象 限 ゾ ー ン

C-13 綿帆布製品C-14 合成放経机布製品C-15 監 課されないD-1 板 類D-2 ひき割類D-3 ひき角類D-4 床 板D-5 大ず りD-6 雷 ,荷朗 仕D-7 その他の拙D-8 大材の素材D-9 番生材 くずD-10 ベニヤD1 1 讐根板,崖朗D-12 経 大D-13 大 毛D-14 たるおけ材D-15 チップD-16 吉富他の槻 製D-17 造作材D-18 銘板,銘木D-19 普通合板D-20 特殊合頓D-21 組立式建築物D-22 竹製かどD-23 言宗男 孟 とうD-24 折 箱D-25 大 箱D-26 和だるD-27 おけ類1}一一28 げ たD-29 鋲晩 額縁D-30 曲軌 曲物D-31等漉 纂㌫D-32 大洪台所用品 〇〇〇 ○○〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ○○〇〇〇〇〇〇〇〇 ○○ ○ ○○ 11444421414421121422222211131212112 121122122111



品 目 1工 場 当 り の 人 口 負 担 全国県一人当 りの出 荷 額ゾ 一 二. 備 考
100万以上 100～30万 30～10万 10～5万 5i3万 3～1万 1万以下 平均値からの象 限

D-33 m LD-34 機械器具の大部D-35 大 型D-36 表芸盟の大必殺E-1 大出家庭用家具E-2 太製事務用家具E-3 芸糞舶 用特殊: 45 第 ,:適 量E-6 宗教用具E-7 大製埋具E-8 大製建具材E-9 ロッカーE-10 芸蒜農芸諾 用ど-1 機械すき ちり紙F-2 抑 乱 小型紙袋F-3 その他の紙製品F-4 大型紙袋F-5 段*'-ル箱ど-6 折たたみ箱F-7 機械箱F-8 ylり合せ箱F-9 その他の紙箱F-10 93DJKi%% n姦いG-1 日刊新rq紙G-2 非日刊新開鹿G-3 秦荘誌定脚 J行物G-4 その他の出版物G-5 凸版印刷物G-6 凹版印刷物G-7 苦霊 投 蒜G-8 写鼻炎版H-1 厳 乗H-2 差違盟の鯛 IH-3 を種油 ○ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 (⊃ro〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ○○ ○○ ○ l 111234111141122222314I1321214221141 211112121121111
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日 1 工 場 当 り の 人 口 負 連 全国県一人当 りの出 荷 額 備 考
100 100 30 10 5 3 1万 平均値

万以上 ～30万 ～10万 ～5万 ～3万 ～1万 以下 か らの象 限 ゾ ー ン 1

植物油搾かすその他の植物油脂医薬品その他の化学薬品練炭,豆炭男子,大人用革靴いぶ し瓦陶磁器製台所食卓用品その他の陶磁器高圧 コンクリ- ト管商EEコンク 1)- ト抗姓薬用 コンク リート .ブロックP.Sコンク リート製品セメン ト瓦水道用セメン ト製r-LJ生 コンク リ- トその他のコンク 1)- ト盤望品石工品酢 警告あ 裏窓等の他の窯業,土石出品鉄 くず鍛工品銑 鋼機械用銑鉄鋳物銑鉄鋳物鉄鋼切断品他に分類 されをV'鉄鋼品機械用銅,同合金鋳物鈍 同合金鋳物非鉄金属 くずその他のメッキ板ほ う 丁 l 〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 ○○ 21340014122142411341321224132224211 221111221111111112 I
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F7口 目 l I 場 当 り の 人 口 負 担 r全国頻一人当 りの出 荷 額 備 考100 100 30 10 5 3 1万 平均値

万以上 ～30万 ～10万 ～5万 ～3万 ～1万 以下 からの象 限 ゾ ー ン

CL4 I匠具0-5 芸謡 の手工具α-6 手引の こぎりα-7 く わ0-8 す きCL9 か き0-10 芸冨他の腰掛 部0-11 建築用金物0-12 その他の金物顛0-13 配管I車用付属品0-14 ふろがま0-15 壷鋪芸闘鮎0-16 鉄 骨0-17 埼bよう0-1畠 鉄 塔0-19 孟宗盟の建朗 金0-20 雪で J/r言1サッシュcL21 孟宗盟の舶 用金0-22 建築用板金淡晶0-23 温 水かん0-24 ふろがま (葛新 一0-25 板金製 タンク0-26 その他の製 かん0-27 三芸諾蒜慧抜 プレ0-28 鉄拠金鋼0-29 その他の毅材出品α-30 ボル トナ ット0-31 その他のポル けツト 関連製品0-32 金属板ネ-ムプレー ト0-33 豊昆姦慧紬 をいp-r 苗霜 諾 分納p-2 品套慧宝器‰p-3 誌 男賢 諸 富p-4 品完柴 のBiX用機p-5 畿芳望慧欝賢 芸損晶 l 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 !I○ 11111111411312243411144412-311422334 1211111121122212111
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Pn 日 1 工 場 当 り の 人 口 負 超 額 全国県一人当 bの出 荷 便 備 考100万 100～ 30～ 10～ 5～ 3～ 1万 平均値からの

以上 30万 10万 5万 3万 1万 以下 象 限 ゾ ー ン

-34-



pE7 日l l I 場 当 り の 人 口 負 担 全圧l県-人当 りの出 荷 額 備 考

100 100 30 ユ0 5 3 -1万 平均値

品 ～30万 ～10万 ～5万 ～3万 ～1万 以下 か らの象 F艮 ン′ - ン

Q-3 望鞘襲酢蘭(ト4 配韻器具Q-5 吉宗砦諾 冨慧置良-1 島野 諸 富晶取良-2 慧器 実車の部分リヤカー良-3 サイ ドカー良-4 烏賢 諸 富柵良-5 孟芸豊の城 用遅R-6 宗芳富,ig霊若翼 の氏-7 梅頒姦縮券S-1 仏か 少S-2 志望墓霊鴫 同T_1 大製がん具T-2 その他の人形T-3 慧損鮎 ボーッ用T-4 釣道具同付属品･-5 品芸㌍還詣 妄 ツト 6 嘉酢 タンブ型板T_7 身辺棚 晶T-8 合成樹脂製容器･-9 嘉の他合成刷 維T-10 その他の ブラシT_11 煙 火T-12 怒板広等.標識機T-ユ3 票慧習の り#I事･J 4 讐謁 慧表芸ないT-15 日本人形T_16 大数 スポーツ用品 〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇i 〇〇〇 ○ 1243111111324333343333433343 211121212 I
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品 日 1I 場 当 り の 人 口 負 担 全国県一人当 りの出 荷 額 備 考
100 100 30 10 5 3 1万 平均値

万以上 ～30万 ～l0万 ～5万 ～3万 ～1万 以下 からの象 限 ゾ ー ン

血

喝

o
)T

rJ
0
0

N

静

b

堂

塔

FFl

実

感

胡



全 鳳 煉 出 荷 伸 び 率 2 0 0 以 上 の 晶 El

(襲 2- I1

100～199 l ー和琴かす -.その他の調味料 ･徽械器具の大部 ･果実酒 ーその他の出版物

･清涼飲料 ーその他の宇加工染 -その他の線材辿晶 ー合成線維丸編 くつ ーその他の植物油脂
-合歓放維帆布製品 色整理 -その他の産兼用迎 下 ･セメント瓦
･箱材荷造用仕組材 ･その他の製材製品 厳車両 -その他の竹 とう, ･鉄鋼切析品
･ベ ニヤ ･封筒, 小型崩袋 一合成 し上う油 きりゆうの容器 ･冷凍磯 温湿調整

一大材の素材'態 差,具 き川 う,･太製建具材･触 すき, ちb耗･医薬品･その他の化学集晶･建典用コンクリ-トブロックーその他のコンクリー ト製品･機械用鉄製鏡物･金属板ネームプレー ト･他に分類 され を い金属製品-金属製 スポ- ツ用Pl1･亀 畳弄 ･その他の紙製品･その他の鹿器具部分品ーその他の打抜ブレス金尻製品 ･その他の動力伝導装僅 装置の部分品

200I299 -でん紛かす･その他の人形 ･他に分類されをV'その他の触 工業製品･他に分類されなvL)その他の製品･硬金製 タンク



横 浜 市 工 英 従 業 者 推 移

(表 4- 1)

l 全 匡】 東 京 都 区 部 大 阪 市 I名 古 屋 市 横 浜 市

工 昭 和 35 8.169 1,133 563 298 168
36 8,751 1,153 566 308 192

秦従 37 8,998 1.178 583 307 199

菜 38 9,727 1,3411.270 594 337 215
負数 39 9.900 576 334 214

40 9.921 1,220 551 324 212

千人 41 10.310 1,249 550 329 222

38-41 583 ∠ゝ 91 △ 44 ∠ゝ 7 7128.038/35 119.0 118.2 105.5 113,0

41/38 106.0 93.0 92.7 97.6 103.3

工 昭 和 35 1.557,862 222.709 127,770 62.273 57,378 (100)36 1,905,343 257,851 143.817 73,306 73,104 (l2'=

菜也 37 2,091,382 285.497 157.445 76.696 87,422 (152ー

荷 38 2.382,181 331,796 169.479 82.291

額 39 2.768,284 361,714 184,892 99.719 103,805 (181)

千万 . 40 2,949,714 360,455 185.765 99.081 105,591 (184)

円 41 3,433,101 408.112 208.ユ04 112,558 111,576 (194)

38/ 35 153.1144.1 148.8 132.6 132.0 175.E 111ー4



区 別 従 弟 者 数 (全 車 某 所 )

(表 4-2)

地 域 別 35年 36年 37年 38年 39年 40 年 41 年 42 年
従弟者数 前年対比 従業者 数 前年対比 従業者数 前年対比

総 数 人 人 人 人 人 人 98.7 人 105.0 人 103,6

168.509 192.570 199.788 215.757 214,946 212.09557.57629231 222.791 230.897鶴 見 区 58.051 61,634 60.994 63,432 59937 96.1 58.685 101.9 57,82435.SIS 98.5神 奈 川 区 25,509 30.940 31,526 34,008 30.856 94.7 30.284 103,6 117.6

西 区 17,818 18,071 17,655 18,737 16,853 15,886 94.3 15,316 96.4 14,928 97.5

中 区 4.754 4,794 4,926 5,947 4,842 4,776 98.6 5.475 114.6 4.867 88.9

南 区 14,583 14,764 15,446 16,317 16.337 15.170 92.9 15.422 1U1_7 14,823 96.1

保土 ヶ谷区 ll,325 12β84 14,190 14.919 14β55 14,350 96.6 14,983 104.4 14.733 98.3

磯 子 区 4,777 5,091 4,948 5,312 6月77 8.773 127.6 10,003 114.0 10,803 108.0

金 釈 区 6,662 7.843 8,437 9,088 10,640 10.226 96.1 10,040 982 10,096 lou,6

港 北 区 9.581 15.927 18.489 21,869 23.304 24,170 103.7 27.698 114.6 30.321 109.5

戸 塩 区 15.449 20.622 23.177 26,128 30,445 31.937 104.9 34,885 lU92 36.889 115.7



< 横 浜 市 工 業 >

｢

巨

卜

ト

ト

巨

=
上

41 工場数の

実数上位菜種

LT'i三､
衣 服 (7911

金 属 炎 晶 (698)

食 料 (679)

機 械 (667)

電 機 (466)

6 輸 送 機 ｢394)

7 家 具 〔379)

8 印 刷 (364)

9 そ の 他 ｢328)

10 大 材 ｢263)

11 繊 維 〔258)

12 紙 製 品 (216)

13 化 学 〔125)

14 窯 業 (121)

15 精 機 ｢ 90)

16 # & ( 84)

17 鉄 鋼 ( 80)

18 石 油 ( 40)

19 皮 革 ( 32)

20 ゴ ム ( 19)

(弄 4- 3)

Sー38-S.41 工場 S.41 工場出荷旗 S38-S41 IJ#&.*&

教伸び率の上位業種 . 実数上位菜種 伸び率の上位共種

(%ー (首万円 l (帝1
1. そ の 他 (143) 1,輸 送 機 (234,079) 1. 非 鉄 (245')

2. 石 油 (138) 2-食 料 (161,291) 2, そ の 他 (183)

2. 精 機 (138) 3.電 機 (150,729) 3. 印 刷 (148)

3. 電 機 (134) 4.機 械 (108,073) 4. 石 油 (143)

4- 金 属製 品 (130) 5. 化 学 ( 97,327) 5. 金 属製 品 (141)

5_ 機 械 (129) 6.石 油 ( 89,683) 6. 大 材 (138)

6. 非 鉄 (125) 7.鉄 鋼 ( 62,685) 6_ ゴ ム (138)

6. 輸 送 機 (125) 8.非 鉄 ( 56.149) 7. 機 械 (137)

7. 印 刷 (119) 9.金 属製 品 ( 42,728) 8. 皮 革 (135)

8. 衣 服 (107) 10.窯 業 ( 34.125) 9_ 紙 製 品 (131)

9., IE: S (105) ll_そ の 他 ( 18,638)10. 化 学 (128)

0. 木 材 (104) 12. ゴ ム ( 13,935)ll. 食 料 (118)

1. 家 具 (103) 13_紙 製 品 ( 13,263)12. 衣 月艮(116)

14 電 機 (110)

15 鉄 鋼 ( 99)

16 窯 業 ( 85)

-40-
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横 浜 市 = 場 数 , = 場 出 荷 額 の 推 移 昭和 38, 41 (秦 -414)

Z薫 椎 名 昭和 38年I場数 昭和 41年I場数 昭和41 昭和 38年出荷額 昭利】41年出荷額 昭和41実 数 出勿 実 数 jtf感 昭和38X100 実 数 上Ei鯛 爽 数 出府 琳 口38×100

横浜市計 5.340 100.012.95_0 6.088 100_01】.I42 114 1.002.012 100.013.70_6 1.115.754 100.0 111

ITI 播衣 服未 材家 具 690 679 98 136,993 161.291 14.4 118

266 258 97 6.566 7,570 0.6 115

742 13,94_76_9 791 13.∩ 107 10.062 1,0 ll.707 1.0 116

252 263 4.3 104 7.364 0_71.21.0 10.171 0.8 13877131148

369 379 6_2 103 12.464 9.614 0.8

蔽 製 品 231 4_3 216 3_5 94 10.098 13263 1.1

印 刷 307 5.7 364 6_0 119 4.981 0.5 7.366 0_6

化 学 119 2.2 125 2.0 105 75.966 7.66_61_0 97.327 8.6 128

石 油ゴ ム皮 革 29 0_5 40 0.7 138 62.714 89.683 7.9 143

20 0.4 19 0.3 95 10,088 13.935 1.1 138

36 0_7 32 0.5 89 1.228 0.1 1.653 0 135

鳥 菜 118 2_2 121 2.0 103 40,066 4.0 34.125 3.0 85

鉄 鋼 8267536519 I_5 80 1_31_4ll.4ll.07.76.5 98 63,377 6_32.33.0 62.685 ~5_6 99

非 鉄 1_3 84 125 22,922 56,149 5_0 245

金属製品 10.0 698 130 30,246 42.728 3.7 141

棲 械 9.7 667 129 78.752 7.813,727,4 108.073 9.6 137

< 横 348 6_5 466 134 137.623 150.729 13.4 110

鳥 送 椴 315 6.0 394 125 274.917 234.079 20.9 85

稚 機 65 1.2 90 1,5 138 5.500 0.5 4.534 0_3 82
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横浜 市 ,港北 区業 種別 ,工場 当 り出荷 伸 び率 , 1人 当 b出荷 伸 び室 (表 4- 5)

lI場当りの出荷旗,伸び室田 1人当りの出荷額,伸び薬㈹

出荷敵 出荷 後 昭 41. 謹嘩_翠_ 出荷敬 昭 41
昭 38~主義哀 昭 41諒 ~ 昭 38 昭 38 従業者数 昭 41哀 妄言蔽 昭 38

市 , 計 187,642 183.271 98 4.643 5.008 108

食 料 198,540 237.541 120119109 8,642 9.536 110132105

線 維 24.684 29.341 1.172 1.5472,1392,7712,289

衣 服 13,560 14.800 2,030

木 材 29.222 38,673 132 2,063 134

家 具 33,77743.71416,224638.369 25,366 75 2,235 102

紙 集注 F'｡E] 61.402 140 2,718 3.872 142

印 刷 20,236 124 1.276 1.667 131

化 学 778,616 122 7,496 10.767 143

石 ?由 2162,551 2,242.075 104 26,417 31.645 120

コー ム 504.400 733,421 145 3.2951.7595.715 4.324 131

皮 革 34.111 51.656 151 2,302 131

窯 業 339.542 282,024 83 4,708 82

鉄 鋼 772.890 783,562 101 5,583 6,358 114

非 鉄 342.119 668.440 195 3.829 9,021 236

食 属 製 品 56,429 61214 108 2.039 2,513 123

機 械 151.737 162.028 107 3.431 4.271 124

唱 機 395.468 323.452 82 3,027 3.327 110

輸 送 機 872,752 594.109 68 6,742 5,262 78

精 密 84.615 50,377 60 2.542 2,360 93

そ の 他 44.462 56,823 128 1.850 2,750 149
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地域 別 ,年別 進 出状況 (工場 数 ,敦地面 棟 ) (表 4- 6)

上段=場数 (単位千m)

区 分 計 昭和 31 昭和 32 昭和 33 昭和 34 昭和 35 昭和 36 昭和 37 昭和 38 昭和 39 砲和 40

県 嘗† 1188 25 34492 37 71 233 225 148 211 114 9028.537 550 568 4.003 7.119 4.707 2.735 3.840 2,667 1.856

横 浜 市 319 8 19 18 27 85 43 25 47352 13 356.473 84 173 196 3.024 753 1.303 3.621 96 119

鶴 見 区 9112 112 213 217 1 72 7 236 - - - -- 126神 奈川 区 959 215 l - 214 219 1 4 - -

中 区 234 - - 1 7 - - 127 - - -

南 区 1049 - 414 218 1 2 210 1 5

保土ヶ谷区 23 1 2 2 2 7 413 3 2 - -118 6 19 12 14 28 17 10

磯 子 区 133.961 239 - - 62.7938 - 1859 1219 1 8 35 2 8

金 釈 区 577 1 7 141 1 8 116 1 4

琴 北 区 103 - 13123 7 25 17 12 10 6 5733 115 57 165 117 42 71 28 14

戸 塚 区 145 1 6 2 2 8 45 17 7 31 523 271.331 18 31 145 451 276 72 236 71

荏 ) 1500m'以上の進出=場を対象とする県企轡調査部調べ



町 丁 目 別 人 口 密 度 推 移 (表 5- 1 )
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6
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実 機 人 口 N 人 口 密 度 人口増加率 タイプ

-a I昭和30年 昭和43年 昭和30年 昭和43年

1 菊 名 町2 篠 原 町3 岸 根 町LI 鳥 山 町 103.60 7.189 ll.032 69.4 106.5 153_5 CDEEDBBaECBDDABBAAEaEaEEEEEEEB

376.90 16.232 30.910 43.1 82_0 190.LI

66.79 704 1.961 10_5 29.4 278.6

121.85 1.220 2,316 10_0 19.0 189.8

5 ,｣､ 机 町6 大 豆 戸 町7 師 岡 町8 太 尾 町 271.72 4,000 6748 14.7 24_8 168_7

80B495.79174.97 1.2829872.568 3.4673.60412.830 15.910.314.8 42.337.673.313.9 270.4365.1499.6' 9 新 羽 町 359_32 1.663 4.998 4_6 300.5

10 大 切 横 町 89.04 4.759 10.875 53.4 122_1 228.5

11 梅 町 107.51 1.262 5,330 ll,7 49_6 422.3

12 南 網 島 町 164,82 5,852 ll.395 35.542_4 69.1 194.7202.5

13 綱 島 上 町 16.74 - 36 2.2

14 北 綱 島 町 19.55 829 1.679 85.9

15 綱 島 町 14.66 389 8.038 26.5 548_3 2066_3

16 箕 島 町 71.08 953 3.173 13,4 44.668.7122.3 332,9

17 日 吉 町 193.72 4.817 13.301 24.9 276,1

∃18 日 書 本 町 164.43 4.508 20､148 27.49.58.8 446.9

19 下 田 町20 新 書 田 町21 高 田 町 90_21 860 9.906 109.8 115】.9

411.49 3,626 10.910 26.5 300.9

193_53 1.734 8.882 9.0 45_9 512.2214,71172.9

22 大 棚 町23 磨 田 町24 茅 ヶ 崎 町25 中 川 町 49_98103_36 483365 I.0374.281 9.73.5 20.741.45_34,85.1ll,0

164.43150_75 553477656 865729 3_43.23_7 156_4152_8

26 牛 久 保 町 177.89 908 138.4247.7135.6

27 南 山 B] 町 153.47 684 1.694 4_54,63,3

28 北 山 田 町 146.61 672 911 6.2

29 元 石 川 町 731.10 2.446 9.854 13.5 402.9

30 荏 田 町 579ー60 1.789 3.617 3_1 6.2 202_2775.71249.6

31 上 菅 田 町 121,85 1.095 8.494 9_0 69.7

32 新 井 町 64.51 391 4.886 6.1 75_7 BEA33 鴨 居 町 254.12 811 2.656 3.2.1-I 10.5 327.5



｢ 名 面 額(ha) 突 放 人 口 州 人 口 密 度 .r^口増加宰 タイプ
昭和 30年 昭和 43年 昭和 30年 昭和 43年

35 白 山 町 111.42 428 653 3_812ー127_5 5.9 152_6 圭 … iI. 1EEEEEEEBE8EEEaE IEEEREEEEE

36 上 山 町 43.74 5292.7141.485 1.236 28.3 233.6

37 中 山 町 98.83 6.214 62.9 229.0

38 寺 山 町 129.02 3578 ll,515.43.94_04.85.94_3 27.7 240.9

39 台 村 町 76.55 1.178 2,307 30.1 195,8

40 新 治 町 lらl_58 592 1.242 8_2 209.8

41 三 保 町 326.45 1.291 3,0773.274709 9_4 23B3

42 東 山 田 町 160.29 766 20.46.45_78.06_410_3 427.4

43 川 向 町 110.44 648 109.4

44 東 方 町 216.98 940 1.233 131.2

45 折 本 町 130.05 761 1.035 5,94.35月7.18.5ll_0 136.0

46 大 熊 町 114,63 498 730 146.6

47 池 辺 町 386_07 2.154 3.995 185.5

48 佐 ZI二 戸 町 121.46 862 1.584 13.0 183.8

49 川 和 町 238.49 2.036 3,909 16,4 192,0

50 青 砥 町 53.ll 585 2.189 41.2 3742

51 ,1､ 山 町 60.15 383 513 6.4 8.5 133.9

52 十 El市 場 町 306.59 853 10.724 2_8 35_0 ユ257.2

53 長 津 田 町 60928 6,606 13.448 LOB 22_1 203.6

54 北 り 朔 町 186,68 680 3.423 3_6 10.0 503_4

55 西 り 朔 町 133.19 511 8731.654164 3.8 6.6 170.8

56 市 ヶ 尾 町 166_16 907 5.54_63.7 10.0 182.4

57 下 谷 本 町 195.48 904 0_8 18_1

58 雪 つ 胃 が ftq- 700B6 2.596 15572 222 599.8

59 奈 良 町 359.71 1.282 1.355 3.6 3.8 105,7

60 上 谷 本 町 164.43 560 786 3_42.52.71.73.9 4,8 140.4

61 成 合 町 53.50 132 132 2.5 100_0

62 鴨 志 田 町 125.37 34.3 527 4.2 153.6

63 寺 家 町 142.70 249 250 1.85_60.93.9 100.4

64 鉄 町 193_53 748 1.079 144.3

65 黒 須 臼 町 134,35 135 122 1.0 90.4
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(弄 5- 2 )

屯 輔 内 訳 S.35 S. 38 S. 41 (S.41) 出 荷 額 用 地 用 排 水

前期比序数丑 前期比i 数 韮 前期比i 数 量 1人 当 り1I場当 り 金 額百万円 ′㌦ l人 当 り1I場当 り

l全 数 従 業 者 数 9.All 229B 21.691 126,4 27.411 3.18 87,420 130 3.560.tlB 2.46(OB8) (§三豊377:;葺)

3140547132 260J6 1039913012344 1532 16918116512527 165B

18,食料品 従業 者 数 256 186_7 478 200｣2 957 822 7.865 128 122A96 8.72(3B7) (弓 手 85:銅 )

従業l 4- 9̂10--2930-299300一一合 膏† 139123 117.4 158427 1222 19103133 2383

20.繊 維 従業 者 数 555 104_9 582 120,6 702 1_71 1203 130 91.260 2.17(1,45) 1523,34(1017.90)

従業者霊 4- 9̂10～2930-299BOO-合 計 32218 100.0 42118 100.0 42118 150,4

21,衣RR,その他の繊維 従業 者 数 106 117_9 125 72.4 91 1.79 163 34 3,094 0.13(0.01) ll.83(0.91)



辛 内 択 S. 35 S. 38 S. 41 (S.41) 出 荷 郁 用 地 用 排 力く

前期比% 改 正 TJLJ期此i 赦 免 前期比% 政 見 1人 当 りlIなさ当 り 金 額百万円 mZ 1 人 当 り1I 場 当 b

23_家 具 従 菜 箸 数 83 366.3 304 122_4 372 2.34 857 180 66,960 4_30(1.52)

従gi# 4- 9̂10-2930-299300-合 計 44 250.0 35210 240_0 147324 35.71

従業萱 4- 9̂10-2930-299300-合 計 235 360.0 74718 133.3 512724 175,87

10320.00
(9816,00)

30250



菜 種 内 訳 S. 35 S. 38 S. 41 (S.41) 出 荷 額 用 地 】用 排 水 l

前冨比 数 量 前期比 数 韮 前期 比 軟 玉 1人 当 り 金 額 ′㌦ 1 人 当 b lヰ % 1I場当 り ~百万円 1工 場 当 り

26.化 学 従 業 員 数 245 200B 492 144.5 711 3.67 2,608 232 164.952 4.30(1.52) (壬8858..820)

従 4～ 9人藁 ミニ ≡;9工 300-蓑 合 計 1247 185.7 62513 153.8 74920 130̂

27r石 油石 炭 従 業 者 数 21 157_1 33 97.0 32 134 180 5.760 4.30(1.52) 描..gP)

従i旦 4- 9̂10～2930-299300-合 計 ,i/X ′之/I,r 44 】1

28_コ● ム 従 業 者 数 138 180.4 249 X X 180 430(1.52)

従業義壁場A 4～ 9人10-2930～29930(ト}合 計 XI/ 123 22 I

29_皮 革 従 業 者 数 I ll 4318_2 475】 X X 180 4.30(1_52)



養 母 内 訳 S. 35 S. 38 S, 41 (S.1日 ) 出 荷 額 用 地 用 排 水

前期比i 改 正 前期比% 数 丑 前期比% 数 丑 1人 当 blI場当 り 金 嶺首万円 〝㌔ 1 人 当 り1I 場 当 り

30_S #土 石 従 業 者 数 231 132,5 306 149.7 458 2,335 183 83.814 1.45(0.26) 664.10(119.08)

従秦霊 4- 9̂10-2930～299300-合 計 ′モ′ノrX 3126 36312

31.鉄 鋼 従 業 者 数 268 1429 383 129.0 494 1万38 298 147,212l21.12(0.44) 10433.28217.36

従英義芸 4- 9人10-2930-299300-合 計 123 3126 2136

32.非鉄金属 従 業 者 数 195 189.7 370 154_1 570 2,411 225 128250 3_99(0.81) 緋41.38)

33.

従i 4-- 9人10-2930-.299 128 152118



菜 種 ｢内 訳 S. 35 S. 38 S. 41 (S.41) 出 荷 後 用 地 用 排 水 ｢

前期比i 数 丑 前期比% 数 丑 前期比% 数 量 1人 当 り1I場当 り 金 額百万円 〝r 1 人 当 り1I場 当 り

34.機 械 従 業 者 数 1,644 179_4 2,950 115.9 3,419 10,932 143 488.917 0.49(0.07) 1675_31(239,33)

従莱義里場数 4- 9人10-2930-299300′一合 告十 325313 6.1020339 202124368 I l

35_電気機械 従 業 者 数 3ユ19 270.8 8,446 1283 10,835 32,014 54 585.090 1.19(021) 緋等喜二63篭)

従業義型場数 4- 9̂10-2930-299300～合 計 4ll318 81434561 2239414106 l

36.輸送用機械 従 業 者 数 564 290,1 1,6.36 119_4 1.954 6,707 103 201,262 1-72(0.91) 3360.88(1778.14)

従莱義芸 4- 9人10-2930-299300-合 計 1146 8I7118 48121225

37.精密機械 従 業 者 数 200 272.0 544 145,8 793 1,728 180 142,740 4.30(1.52)(至300g1360)

(S 41) 出 荷 額 用 地 用 排 水



ヰ I内 訳 S. 35 S. 38 S. lil 用 地 用 排 水

前期比ヰ 数 丑 前期比% 数 丑 前期比% 数 立 1 人 当りlI場当 り 金 額百万円 ln 1 人 当 り1I 場 当 り

38.武 器 従 業 者 数 - - - 180 430(1.52) i

糞者数型場数 4- 9人10-2930-299300-合 計

39.その他 従 業 者 数 335 3522 1,180 952 1,124 3342 120 134,880 2.03(UJ1) 閂望主..招)



(表 5- 3 )

業 種 増加率 工場数 敷地面積 従業員数 用 水 量 賓処理廃水可 公 害 関 係 事 項

18 食 料 300%6114267421 l132⊥2(7)4140 488予が 3,812人 珊J/a_33.260 ●14.8111,737-9 廃 水

29 線 維 147 1.131 2,451 (染色工程あれば )廃水

21 衣 服 (3) (88) (ll) 巌 音

22 木 材 167115(145) 444 76 願 書

23 家 具 639 2,670 944 巌 音

24 紙 製 品 (24) (797) (10.320)1.6517.123 (9.816)廃 水

25 印 刷 20 117 6501,650(28)1.131 280 願 書

26 化 学 133 46 385 2,616 廃 水

27 石 油28 ゴ ム製 品29 皮 革30 意 弟 149 (4)(2)(1)29ll39 (5)207 (137)1.654 (48)296 廃 水ばい煙 (生 コンがあれは')廃 水

31 鉄 鋼 87 275 923 19,510 405 巌音,ばL̂煙 (表面処理工程があれば )廃水

32 非 鉄 金 属 162 337 1,498 5.958 1,209 ばい煙 (表面処理I程があれば )湧 水

33 金 属 製 品 127 190 2.168 6,883 ll,634 3.442 巌昔 (表面処理工程があれば)廃水

34 機 械 47 99 718 5,020 2,462 351 騒音,廃油 (メッキI巷があれば )廃水

35 電 気 機 械 84 195 1.076 19.926 23.723 4.186 盤音,廃油 (メッキI程があれば )廃水

36 輸送用機械 58 39 317 3.077 5.309 2,809 魔 普

37 精 密 機 械38 武 器 製 品39 そ の 他 137 52(45) 338(134) 1.878(1,117) 8,080(2,281) 2.855(123) (メッキ工程があれば )廃水

計 1.028 7.142 49.778 138.310 45.937



港北区用途地域 (工黄 ,獲工業 )面積 (表 51 4)

｢ 工 菜 地 域 迦 I 薬 地.ー域

J16 (3)I 14 ha71 〝 J% (i) 20 ha

6̂ (5) 6̂ (2) 28.5 〝55 〝12 ∫

ノ広 (9)/伝(13) 33.5 ′lら ′43.5 0 /紘 (4)&̂ (6)6̂(1⑳ 左̂ (7) 15

&̂(18 50 /紘 (8)6̂ 00/伝 (lD/伝 (129/拓 (14ノ拓 (15)J1左(17)ノ侮 (19/拓 C20左̂C2DA6(22) 268.5 ′28_5 〝150 ′30 ∫15 〝45 ′50 ′4010 -7.5 〝40

′j､ 計 227 ha

合 計 1,OLI2 ha

※ (内番号は 用途地域J16

- 53-



全国-エ場当りの人口負担 ･出荷額 (集種別)
(グラ71-1)

272品目による薬種別平均値
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全国-エ場当りの人口負寸旦･出荷額 (品目別)
(グラフ1-2)ー
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全国一工場当りの人口良書旦･出荷額

(グラフ1-3)
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全国一エ場当りの人口負担 ･出荷額 く品目別〉

(グラフ1-4)
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町 丁 目別 市 街 化傾 向 (人口常度,人口榔 )膵 による) (グラフ 5-1)
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図5-6 岩淵 ;全工場分布Eq
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